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序

序

　
十
時
嚴
周
教
授
は
、
平
成
四
年
三
月
を
も
っ
て
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
。
先
生
は
多
く
の
弟
子
を
育
て
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
既
に
一
家

を
な
し
て
お
り
、
も
う
大
学
に
は
未
練
は
な
い
の
で
、
今
後
は
自
由
な
立
場
か
ら
国
際
的
学
術
交
流
に
貢
献
さ
れ
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
私
が
初
め
て
十
時
先
生
に
お
会
い
し
た
の
は
大
学
院
に
進
ん
で
、
当
時
慶
慮
の
大
学
院
に
出
向
し
て
お
ら
れ
た
理
論
社
会
学
の
泰
斗
早

稲
田
大
学
の
武
田
良
三
教
授
の
修
士
課
程
の
一
般
社
会
学
の
授
業
の
席
上
の
こ
と
で
あ
る
。
授
業
は
先
生
を
囲
ん
で
六
、
七
名
の
学
生
で

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
そ
の
中
で
修
士
課
程
の
学
生
は
私
を
含
め
て
二
名
だ
け
で
、
終
始
授
業
を
取
仕
切
っ
て
い
た
の
が
博
士
課
程
の
十
時

先
生
で
あ
っ
た
．
経
営
管
理
研
究
科
の
関
本
昌
秀
前
理
事
．
明
治
学
院
大
の
犯
罪
社
会
学
の
山
中
一
郎
教
授
と
同
夫
人
な
ど
が
残
り
の
メ

ン
バ
ー
だ
っ
た
。
修
士
の
相
棒
は
た
ち
ま
ち
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
一
年
、
武
田
先
生
を
は
じ
め
十
時
先
生
以
下
の
博
士
課
程
の

先
生
か
ら
み
っ
ち
り
社
会
学
を
仕
込
ま
れ
る
仕
儀
と
な
っ
た
。
考
え
て
み
れ
ば
ぜ
い
た
く
な
話
で
、
慶
鷹
義
塾
の
大
学
院
が
も
っ
ば
ら
後

継
者
養
成
を
主
任
務
と
し
て
い
た
時
代
の
手
作
り
の
徒
弟
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
．
私
の
指
導
教
授
は
中
村
苗
男
教
授
で
あ
っ
た
が
、
博
士

課
程
進
学
に
あ
た
っ
て
米
山
桂
三
先
生
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
時
先
生
は
米
山
先
生
の
愛
弟
子
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
以
来

文
字
通
り
手
を
と
っ
て
い
ろ
い
ろ
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
振
り
返
っ
て
み
て
研
究
者
と
し
て
ま
た
学
部
行
政
の
上
で
も
十
時

先
生
か
ら
受
け
た
影
響
は
大
き
い
。
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十
時
先
生
ば
、
昭
和
三
三
年
に
米
山
桂
三
先
生
の
主
張
で
文
学
部
、
経
済
学
部
、
法
学
部
に
分
散
し
て
い
た
社
会
学
の
教
授
を
統
合
し

て
発
足
し
た
独
立
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
の
最
初
の
学
生
と
し
て
同
課
程
を
終
え
て
法
学
部
の
助
手
に
採
用
さ
れ
た
。
先
生
の

最
初
の
留
学
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
二
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
香
港
中
文
大
学
訪
問
教
授
、

昭
和
四
七
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
上
級
訪
間
研
究
院
、
昭
和
五
九
年
に
は
古
巣
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
あ
る
燕
京
研
究
所
訪

間
教
授
、
昭
和
六
三
年
に
は
北
京
目
本
学
研
究
中
心
（
セ
ン
タ
i
）
訪
問
教
授
、
平
成
三
年
に
は
バ
リ
国
立
政
治
学
院
訪
問
教
授
と
頻
繁
に

海
外
出
張
を
繰
り
返
さ
れ
た
。
先
生
の
大
学
院
時
代
、
米
国
の
基
金
で
社
会
人
類
学
の
教
授
が
派
遣
さ
れ
て
き
て
い
た
が
、
先
生
は
米
山

先
生
の
命
令
で
こ
の
日
本
語
を
学
ぶ
気
の
全
く
な
い
夫
妻
の
世
話
を
さ
れ
て
い
た
。
俄
儘
な
夫
妻
で
つ
ら
い
お
仕
事
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
か
わ
り
先
生
は
す
っ
か
り
英
語
に
熟
達
さ
れ
た
。
翔
ん
で
る
教
授
の
基
礎
が
培
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
十
時
先
生
は
、
米
山
桂
三
教
授
の
指
導
の
も
と
、
社
会
学
と
文
化
人
類
学
的
手
法
で
現
代
組
織
や
現
代
産
業
社
会
を
考
察
し
た
『
産
業

人
類
学
序
説
』
（
一
九
六
六
年
）
で
社
会
学
の
学
位
を
取
ら
れ
た
．
そ
の
後
先
生
の
研
究
関
心
は
日
本
の
近
代
化
論
を
経
て
徐
々
に
社
会
変

動
論
、
比
較
文
化
論
の
ご
研
究
へ
と
移
っ
て
い
か
れ
た
が
、
先
生
の
文
化
人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
社
会
分
析
は
弟
子
た
ち
に
も

強
い
影
響
を
与
え
、
十
時
学
派
の
社
会
学
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

6

　
法
学
部
の
現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
大
学
紛
争
の
時
代
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
大
学
改
革
の
一
環
と
し
て
他
に
先
駈
け
て
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
改
革
に
あ
た
っ
て
先
生
は
学
習
指
導
主
任
と
し
て
部
内
の
説
得
に
努
め
ら
れ
た
。
ま
た
入
学
試
験
の
採
点
の
機
械
化

を
導
入
さ
れ
、
入
学
試
験
に
費
や
さ
れ
る
膨
大
な
労
力
の
削
減
に
成
功
さ
れ
た
。
学
部
長
時
代
に
は
高
校
長
推
薦
入
学
制
度
や
帰
国
子
女

入
試
制
度
を
実
施
し
て
、
塾
内
他
学
部
は
も
と
よ
り
日
本
各
地
の
大
学
の
入
試
改
革
に
先
鞭
を
付
け
ら
れ
た
．
先
生
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ

た
法
学
部
の
入
試
制
度
の
多
様
化
は
、
積
極
的
で
個
性
的
な
学
生
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
、
学
部
活
性
化
と
対
外
的
評
価
の
向
上
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
。



　
十
時
先
生
は
学
生
時
代
長
い
闘
病
生
活
を
送
ら
れ
た
が
、
年
と
と
も
に
健
康
を
回
復
さ
れ
、
元
気
濃
刺
、

え
な
い
。

　
こ
の
お
達
者
な
十
時
先
生
の
国
際
的
学
術
交
流
と
い
う
新
し
い
舞
台
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

　
　
平
成
三
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
部
長
　
　
堀

と
て
も
ご
定
年
の
歳
に
は
み

江

湛

序
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